
REARSIDE  EXTENSION リアサイドエクステンション

■ 取り付け前に必ずお読み下さい ■この度は当製品をお買い上げ頂き誠にありがとうございます。取付作業を行なう前に必ず製品の仮合わせ、及び付属品の確認を行なって下さい。また、下記注意事項を必ず読み、安全に作業を行なって下さい。

●エンジンがかかっている状態では絶対に作業を行なわないで下さい。　●開梱後、直ちに付属品を確認し、仮合わせによる取付確認を行なって下さい。本製品の加工後／塗装後のクレーム等は対応できません。
●本製品を取り付ける部分は汚れや埃を取り除いて下さい。　●テープ類の接着部分は必ず脱脂し、接着を行なって下さい。
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取付説明書FORESTER  [SJG/SJ5]
FORESTER SJ5/G RSE

●塗布後は10分以上乾燥させてください。
●塗布する際、貼り付け箇所からプライマー液がはみ出さないように注意して下さい。
●はみ出した場合は脱脂剤で素早く拭き取って下さい。
　はみ出したままにしておくと黄色く変色する場合があります。

プライマー（Ｎ200ＰＡＣ） 取扱注意！

！ 本取付前に必ず仮合わせを行なってください。
※塗装の際は＃400程度のサンドペーパーで十分に足付けを行って塗装して下さい。
※樹脂部品のため50°以上の温度での焼付塗装は絶対に行わないで下さい。

1.リアサイドエクステンション取付図、図Aを参考に、リアサイドエクステンションのエンドモール、両面テープ貼付け面及び
　純正リアバンパーの両面テープ貼付け面を脱脂剤で入念に脱脂してからPACプライマー〈A〉を塗布します。十分に乾燥
　させてから、リアサイドエクステンションにエンドモール〈B〉と両面テープ〈C〉を貼り付けます。
2.図B、図C、図D、図Eを参考に、車体にリアサイドエクステンションを仮付けして最後部の穴位置を車体にマーキングし、
   リアサイドエクステンションを外してからΦ6の下穴を開けます。
3.リアサイドエクステンション取付図を参考に、リアサイドエクステンションを車体に取り付けトラスボルト４ヵ所を軽く締め
　ておき、両面テープの剥離紙を引き抜き車体に圧着させます。
   ※仮付け前に図Fを参考に両面テープの剥離紙を端末から５ｃｍほど剥がし外側に出しておきます。
4.トラスボルト〈E〉〈G〉４ヵ所を本締めして完成です。
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※下図は右側。左側も同様に作業を行なって下さい。

純正クリップ２ヵ所を外し、
矢印で示す車体インナーカバーと
リアバンパーの隙間から
フランジナットM6<G>を
差込み、表からワッシャーM6<H>、
スプリングワッシャー <I>、
トラスボルトM6x20<J>で
固定します

純正クリップ

純正クリップ

リアサイドエクステンション仮止め後、両面テープ剥離紙を
引き抜けるように、予め外側に折り出しておきます

端面を合せます

純正スピードナットを外し、
スピードナット <D>を差込み、
トラスボルトＭ5ｘ15<E>、
ワッシャー <F>で固定します

仮付けして純正リアバンパーに穴位置を
罫書き、下穴Φ6 を開けます

フランジナットM6<G>

スプリングワッシャーＭ6<I>

ワッシャーＭ6<H>

トラスボルトＭ6ｘ20<J>

リアバンパー

リアサイドエクステンション
最後部の締結部はリアバンパーに
下穴Φ6 を開けます

リアサイドエクステンション

リアサイドエクステンション取付図

両面テープ <C>両面テープ <C>

上部に貼る両面テープ <C>は端末から
5ｍｍ内側に合わせます

エンドモール <B>の内側に
両面テープ <C>を貼り付けます

エンドモール <B>を長さ 20cmに
カットし、上端から貼り付けます

図A リアサイドエクステンション裏面　両面テープ貼付位置

図B リアバンパー後部(マフラー開口横) 図C リアサイドエクステンション後端下面 図D リアタイヤハウス後部

図E リアサイドエクステンション下面 図F 両面テープ貼付け面詳細
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